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独立行政法人大学入試センター
令和８年度試験「情報Ⅰ」

令和８（2026）年１月 18 日に実施された大学入学共通

テスト『情報Ⅰ』本試験の問題を、中野由章先生（工学

院大学附属中学校・高等学校 校長）に解説していただ 

きました。

当資料は「YouTube 日文チャンネル」にて公開された

動画の内容を書き起こしたものです。

また、各問題の解説には、令和８年度版教科書の関連 

ページを記載しています。動画とあわせて、授業や学習 

の際の参考としてご活用ください。
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正解　ア：⓪、イ：③

主記憶装置と補助記憶装置の特徴を聞いている知識問

題ですね。問題文の最初に「主記憶装置」という言葉が

出てくるので、「主記憶装置について聞かれているのか

な？」と一瞬迷う人もいるかもしれませんが、ここで問

われているのは補助記憶装置のほうです。その点は注

意して読んでほしいところです。

主記憶装置は、CPU が直接アクセスして処理を行うた

めの記憶装置なので、高速に読み書きできることが特

徴です。ただし、容量は比較的小さく、電源を切ると内

容が消えてしまう揮発性の記憶装置でもあります。一

方、補助記憶装置（HDD や SSD など）は、主記憶

装置に比べると読み書きの速度は遅いものの、大容量

のデータを長期間保存できる、という役割を担ってい

ます。

ですから、「主記憶装置に比べて補助記憶装置はどう

か」と聞かれているので、  ア  には「低速」、  イ   

には「容量が大きく、データの長期的な保存」が入りま

す。ここは基本事項なので、確実に押さえておきたいポ

イントです。

この問題は、CPU・主記憶装置・補助記憶装置の関係

を、処理速度・容量・用途といった観点で整理できてい

るかを見ています。授業でも、それぞれを単独で説明す

るだけでなく、「何がどう違うのか」を比較しながら扱

うと、こうした問題での誤選択を防ぎやすくなると思

います。

正解　ウ：③

次に、情報セキュリティに関する問題です。ここでは、

情報セキュリティの基本である「三要素」をきちんと理

解しているかが問われています。三要素というのは、機

密性・完全性・可用性の３つですね。

機密性は、見てはいけない人に情報が見られないよう

にすることです。完全性は、データが正しく保たれてい

て、不一致などが起こらないようにすること。そして可

用性は、必要なときに情報やシステムを使える状態を維

持することを指します。

この中で、バックアップを取っておくことで高められ

るのは可用性です。例えば、本番で使っていたデータに

トラブルが起きても、バックアップがあれば元に戻して

２年目の実施となる 2026 年の大学入学共通テスト

『情報Ⅰ』は、昨年とは少し趣が変わってきたところ

もありましたね。基礎的な問いに加えて、アルゴリズ

ムやデータ分析のような情報科学の要素が増え、全体

としては昨年よりも考えさせる設問が多かったように

思います。

また、大学入試センターの発表では、『情報Ⅰ』の平

均点が 56.59 点となっており、受験生にとって手応

えのある難易度だったことがうかがえます。

今回も問題を一つひとつ見ながら、問われた思考・判

断のポイントを整理していきます。「どうしてこう考え

るのか」という点に注目しながら、問題文とデータを読

み解く感覚をつかんでいきましょう。

まず、試験前からわかっていた大きな変更点として、

解答用紙の変更があります。これまで０～９・ａ～ｄま

でだったマーク欄にｅとｆが追加され、２進・10 進・16

進といった表現も、直接マークで解答できるようになり

ました。これは『情報Ⅰ』としてはかなり大きな変更で、

出題のされ方がどう変わるのか、多くの先生方が注目さ

れていた点だと思います。

全体を見ると、素直で、よく練られた良問がそろっ

たと感じています。昨年の問題も完成度が高かったで

すが、今年は一段階レベルが上がった印象ですね。「考

えなくても解けてしまう問題」は姿を消しつつ、一方で

「これは何だろう」と首をかしげるような難問・奇問

もありません。第２問はやや手応えはありますが、全

体としてはバランスがよく、分量もちょうどよい試験

だったと思います。

このバランスのよさは、問題構成を見るとよくわかり

ます。第１問は小問構成で、記憶装置、情報セキュリティ、

２進表現、ユーザインタフェース（UI）、電子メール

（ネットワーク）と、幅広い内容が扱われています。第

２問は情報システムに加えて、画像処理を題材としつ

つ、実際には論理演算の理解がポイントになっていま

す。第３問はプログラミング、第４問はデータの活用

と、ここは昨年と同じ構成です。

学習指導要領の４領域に当てはめると、「情報社会の

問題解決」に直接対応する問題が少なく見えるかもしれ

ません。実際には他の分野に軸足を置きつつその考え

方が含まれており、すべてが「情報社会の問題解決」

につながる構成になっています。そうした点から見て

も、全体として非常にバランスのよい試験だったと言

えるでしょう。

第 1 問はじめに

問 『情報Ⅰ』の４領域

第１問

問１

　ａ　記憶装置 コンピュータとプログラミング

　ｂ　情報セキュリティ 情報社会の問題解決

問２　２進表現（基数変換） コミュニケーションと情報デザイン

問３　ユーザインタフェース（UI） コミュニケーションと情報デザイン

問４　電子メール 情報通信ネットワークとデータの活用

第２問
Ａ　情報システム 情報通信ネットワークとデータの活用

Ｂ　画像処理（論理演算） コミュニケーションと情報デザイン

第３問 プログラミング（待ち時間） コンピュータとプログラミング

第４問 データの活用（開花日） 情報通信ネットワークとデータの活用

問
１
ｂ
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情報Ⅰ	 p.84-85、87、92

情報Ⅰ ADVANCED	 p.11、72-73、76
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正解　�エ：ｅ、オ：４�
カ：９、キ：６、ク：６、ケ：９

家庭科の授業でクロスステッチの図案を作る、という

シチュエーションの問題です。ここでは、図案を数値で

表す考え方がきちんと理解できているかが問われてい

ます。

縫うマスを１、縫わないマスを０として考えます。ま

ず、各行を２進法で表し、それを 16 進法１桁に変換しま

す。４×４マスなので、１行がちょうど４ビットになり、

16 進表現に直しやすいというわけです。こうして４行

分を上から順につなげることで、図案全体を 16 進法

４桁で表します。

図１では、１行目が 1000（2）、次が 1100（2）といった具

合に２進法で表されます。これを 16 進法に直すと、

1000（2）は８（16）、1100（2）はＣ（16）になり、図１全体は

8C8F（16）と表せます。図２はどうなるかというと、１行

目は 1110（2）、次の行は 0100（2）になります。これを

16 進法にすると、それぞれｅ（16）、４（16）となります。こ

れが、 エ  と  オ  の答えですね。

まさに、解答用紙でｅやｆまでマークできることを前

提にした出題内容ですね。

次に、35AD(16)で表される図案をもとにした問題です。

変換Ａ・Ｂ・Ｃの違いを理解し、その結果を追えている

かがポイントになります。まず、元の図案は 35AD(16)

ですが、これをそのまま全部２進法に直して考える必

要はありません。

図３を見ると、求められているのは中央の４×４マス

だけなので、上の２行分は無視して構いません。下の２

行、つまりＡ (16) とＤ (16) に注目すれば十分です。Ａ (16) は

1010(2)、Ｄ (16) は 1101(2) ですね。

作業を続けられますよね。一方、バックアップがなけれ

ば、データが使えなくなってしまう。したがって、正解

は③になります。

それ以外の選択肢は、情報セキュリティの考え方を正

しく理解していない内容です。⓪のように、犯罪につな

がる情報が載っている Web サイトを閲覧しただけで不

正アクセス禁止法違反になるわけではありません。①

のように通信速度を上げても、マルウェアそのものを

防ぐことはできません。②のソーシャルエンジニアリ

ングは人の心理につけ込む手口なので、メモリを増設

しても対策にはなりません。④のファイアウォールは、

無線 LAN の通信内容の盗聴を直接防ぐものではあり

ません。

この問題は、用語を覚えているかどうかだけでなく、

「その対策は三要素のどれを高めるものなのか」とい

う結びつきを考えられるかがポイントです。

ここで、変換の意味を整理しておきましょう。変換Ａ

は、各行を２進法で見たときに左右を反転する操作です。

行の順序は変わりません。一方、変換Ｂは、行の並び

を逆にする操作なので、結果として上下が反転すること

になります。変換Ｃは、この変換Ａと変換Ｂを組み合わ

せたものです。

図３では、元の図案とそれぞれの変換を施した図案を

並べて８×８マスの図案を作っています。このとき中央

の４×４マスは、それぞれの図案の対応する部分が集

まった領域になります。どの図案のどの部分が中央に

来ているのかを、落ち着いて確認することが大切です。

図３に赤字で示したように、中央部分だけを見て反転

の結果を追っていくと、２進法では 1001(2) と 0110(2)

になり、これを 16 進法に直すと９(16) と６(16) になり

ます。４桁分を並べると、中央の図案は 9669(16) とな

り ま す。し た が っ て、  カ  ＝ ９、  キ  ＝

６、  ク  ＝６、  ケ  ＝９が正解です。

この問題は、計算そのものよりも、「変換が行単位な

のか、列単位なのか」を押さえられているかが分かれ目

になります。図と数値の対応関係を意識しながら整理し

ておくと、同様の問題にも落ち着いて対応できるでしょ

う。

正解　コ：⓪、サ：③

ユーザーインターフェース（UI）設計を題材にした問

題です。スマートフォンのアプリで、生年や誕生月を回

転式の入力UIで選ぶ場面を想定しています。ここでは、

「初期値をどこに置くと、多くの人にとって操作回数が

少なくなるか」という点が問われています。

まず  コ  は、生年の初期値についてです。ホイー

ルを上下に回して年を選ぶ仕組みなので、初期値から自分

の生年までの距離が短いほど、操作は楽になりますよね。

では、どの年を初期値にするのが一番よいかというと、

ポイントは「分布の真ん中はどこか」です。

この問題では、直近の利用者の生年分布が新規ユーザ

にも当てはまると仮定されています。特定の年だけが極

端に多いわけではなく、年が連続して並んでいるデータ

なので、一部の人にとって便利な最頻値や、外れ値の影

響を受けやすい平均値よりも、人数的にちょうど中央に

あたる値、つまり中央値を選ぶのが有効です。したがっ

て、  コ  の正解は「中央値」になります。

続いて  サ  は、誕生月の初期値です。一見する

問
３

Check!
情報Ⅰ	 p. ８、24、26-27、33、84-85、87、92、135、153、158、資料８

情報Ⅰ ADVANCED	 p.14、72-73、76、139、151、163-165、172、200-201、203、資料５

Check!
情報Ⅰ	 p.45-51、58-59、88、188

情報Ⅰ ADVANCED	 p.46-47、49-53、77-78、214
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と、「6 月や 7 月あたりが真ん中だからよさそう」と感じ

るかもしれませんが、ここは落ち着いて仕組みを確認

してほしいところです。月の入力は循環構造になって

いて、12 月の次は 1 月、1 月の前は 12 月に戻るよう

になっています。また、誕生月に偏りがない、つまり

どの月も同じ確率で現れると仮定されています。この

条件では、初期値をどの月にしても、最終的なスクロー

ル距離の平均は変わりません。つまり、特定の月を選

んだからといって、全体として操作回数が少なくなる

ことはないわけです。そのため、  サ  は「どの月

にしても変わらない」となります。

この問題は、中央値・最頻値・最大値といった代表値

の意味を単に覚えているかどうかではなく、「何を目的

にデータを使うのか」に応じて、どの指標を選ぶべきか

を考えられているかを問うています。授業では、統計量

の計算だけで終わらせず、実際のシステム設計やデータ

活用の場面と結びつけて説明すると、生徒にも実感を

もって理解してもらいやすいでしょう。

正解　シ：⑤、ス：②、セ：②

ネットワークに関する問題で、電子メールのやり取り

が題材になっています。宛先の表記に誤りがあったとき、

どの段階でエラーになるのかを理解しているかがポイ

ントです。まず押さえておきたいのは、メールアドレス

が「ユーザ名＠ドメイン名」という構造になっていて、配

送の過程で確認が段階的に行われているという点です。

今回の設定では、送信側のメールサーバＡから、受信側

のメールサーバＢへメールが送られる流れになってい

ます。

シ  は、ユーザ名が存在しないケースです。この

場合、ドメイン名は正しいので、メールは受信側のサーバ

Ｂまでは届きます。ただし、そこで「そのユーザは存在

しない」と判定され、受信側サーバでエラーになります。

したがって、正解は⑤です。一方、 ス  と  セ  は、

どちらも受信側のドメイン名が誤っているケースです。

ドメイン名が間違っていると、そもそも届け先のサーバ

を特定できません。そのため、メールは受信側に届く前

の段階でエラーとなります。該当する選択肢は②です。

このように、ユーザ名が間違っている場合は受信側

サーバで、ドメイン名が間違っている場合は送信側

サーバでエラーになる、という整理ができているかが

重要です。

正解　ソ：⓪

ドメイン名から通信先の IP アドレスを調べる仕組み

についての問題です。DNS は、example.ed.jp のよう

なドメイン名を、通信で使われる IP アドレスに変換

する仕組みです。WWW は Web サービスそのもので、

パケット通信やルーティングは通信方式や経路制御の

話なので、ここでは当てはまりません。

授業では、メールアドレスの構造や DNS の役割を

図で整理しながら、メールが処理される順序と、どこ

で何が確認されているかを一つずつ流れとして説明す

ると、生徒の理解が深まりやすいでしょう。

Check!
情報Ⅰ	 p.69、75、86、92、164、190

情報Ⅰ ADVANCED	 p.75、181-182、190、218

問
４
ｂ

Check!
情報Ⅰ	 p.142-143、資料 7

情報Ⅰ ADVANCED	 p.149-150

Check!
情報Ⅰ	 p.37、138、140、142-143、192-193

情報Ⅰ ADVANCED	 p.142、144、149
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この問題は、住民証明の発行・提出を題材に、情報シ

ステムの利便性・安全性とデータの流れを段階的に考え

させる構成になっています。「誰が・どの情報を・どの

ように扱っているのか」を図と文章から読み取れるかが

重要です。

電子申請や証明書提出の仕組みを題材とした、『情報

Ⅰ』で学ぶ内容の実用性を実感させやすい内容ですね。

授業では、「データの流れ」という観点でシステムを整

理させることで、生徒の理解を深めましょう。

正解　�ア、イ：②、④（解答の順序は問わない）

マイナンバーカードを使って住民票の写しをコンビニ

で発行する、という場面を思い浮かべるとわかりやすい

と思います。この方法では、コンビニに行かなければな

らず、印刷した書類を会社や学校に提出するまで保管し

たり、郵送したりと、意外に手間がかかります。そこで

考えたのが、電子データを扱うシステム（図２）です。

自分のパソコンで、役所から住民証明を電子データとし

て受け取り、それを提出先に送る。PDF で取り寄せて

メールで送るようなイメージですね。この変更によっ

て、紙媒体中心のシステム（図１）と比べて、どんな新

しい特徴が生まれたのかを整理する内容です。

第 2 問
注意したいのは、「電子化＝何でも便利になる」わけ

ではない点です。例えば、デジタルデバイドが解消され

るわけではありませんし、何もしなくてもデータを入手

できるという仕組みでもありません。あくまで、請求者

自身の操作と意思が前提になります。一方で、電子化に

よって確実に可能になったこともあります。手元にパ

ソコンがあれば、コンビニに行く必要はなく、自宅や出先

から住民証明（電子データ）を請求できます。また、入

手した住民証明をインターネット経由で送ることもで

きます。図１にはなかったこの２点が図２の大きな特徴

です。

正解　�ウ：④、エ：⑧、オ：①、カ：②

ここでは、「役所からもらった電子データを、途中で

改ざんされないようにするにはどうすればいいか」とい

う点がテーマになっています。電子化するだけでは不十

分で、情報の流れそのものをどう設計するかが問われて

います。

図３の仕組みでは、請求者が役所に対してコードを要

求します。すると役所からアクセスコードが発行され、

それを請求者が提出先に送ります。提出先は、そのアク

セスコードを使って役所に問い合わせを行い、対応する

住民証明（電子データ）を直接受け取る、という流れに

なっています。

この方式の特徴は、住民証明（電子データ）が請求者

のパソコンに届かない点です。データが手元に来ない

ので、途中で改ざんされる心配がなく、先ほどの仕組み

よりも安全性が高いと言えます。また、請求者は住民証

明（電子データ）を提出先に送る必要がなく、アクセス

コードだけを伝えればよいという点も重要な違いで

す。

この流れをまとめると、

ウ 　 6  アクセスコード

エ 　 7  住民証明（電子データ）

オ 　 5  アクセスコード

Check!
情報Ⅰ	 p.26-27、136、144-147、153、158、184

情報Ⅰ ADVANCED	 p.139-140、152-155、157、163、165-166、201、210
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この問題が今回の試験で一番難しいと感じた人が多

いかもしれません。よく考えると、実はやっていること

はそれほど複雑ではありません。見た目は画像処理の

問題ですが、実際に行っているのは AND 演算、OR 演

算、NOT 演算という『情報Ⅰ』で扱われている基本的

な論理演算だけです。OR 演算はどちらか一方でも１

なら１、AND 演算は両方が１のときだけ１、NOT 演算

は０と１を反転させる演算ですね。

ここで大事なのは、途中にグレーの値も出てきます

が、基本的には「白か黒か」で考えることです。黒は 0000、

白は 1111 と捉えます。たとえば 1010 のような値は、そ

の中間のグレーになります。

まず、AND 演算を考えます。0 と AND 演算すると

もう一方の値にかかわらず０になるので、黒と AND

演算をすると黒になります。一方、白と AND 演算をす

るともう一方の値そのものが出力されるので、元の画

像がそのまま通過します。1111 と 1010 をビットごとに

AND 演算すると 1010 になりますよね。つまり、白と

AND 演算は「通す」役割を果たします。

次に、OR 演算ではどうかというと、黒と OR 演算をす

れば必ずもう一方の値そのものが出力されるので、や

はり元の画像がそのまま通過します。一方、白と OR

演算をすると、結果は 1111 で白になります。

この関係を整理すると、

黒と AND 演算＝黒

白と AND 演算＝元画像が通過

黒と OR 演算＝元画像が通過

白と OR 演算＝白

という対応関係になります。これがきちんと押さえられ

ていれば、この問題は一気に見通しがよくなります。

正解　�コ：⑦、サ：③

ここまでに説明してきた OR 演算の考え方を、そのま

ま使うのがこの問題です。ここでは、４ビットで表された

画素値に対して、OR 演算を行った結果を素直にビット

演算で求めます。

まず、白は 1111(2) ですから、これと 1010 をビット

ごとに OR 演算すると、１と１は１、１と０も１にな

ります。結果はすべて１になり、1111(2)、つまり白
 

正解　�キ：①、ク：⑤、ケ：②

前問で見えてきた「アクセスコードだけで住民情報を

入手できてしまうのではないか」という不安に対して、

さらに一段階セキュリティを高めた仕組みが図４とし

て示されています。

図１から図３までの仕組みでは、役所は住民情報を電

子データとして提供する立場でした。ところが、図４で

はその役割が大きく変わります。役所は住民情報その

ものを渡すのではなく、「住民情報が正しいかどうか」を

確認・証明する役割を担います。したがって、  キ  は

①、 ク  は⑤になります。

この仕組みでは、住民情報を含むデータ自体は請求者

が直接提出先に提出し、役所はそれが正しいかどうかの

問い合わせに応じるだけです。そのため、仮に確認依頼

コードが第三者に盗まれてしまっても、そのコードだけ

では住民情報を入手することはできません。この点を踏

まえると、 ケ  は「コードだけを送信しても住民情

報を入手できない」となります。

本問では、コード方式の弱点に気づいたうえで、役所

の役割そのものを見直すことで、さらに安全なシステム

を実現していることが読み取れるかが問われています。

「より便利に」「より安全に」という観点で情報システ

ムを評価・改善する流れを理解できているかを確認す

る、『情報Ⅰ』らしい設問だと言えるでしょう。

Check!
情報Ⅰ	 p.26-27、144-147、153

情報Ⅰ ADVANCED	 p.152-155、163-165、200-201

A 

問
3

Ｂ 

問
１

Check!
情報Ⅰ	 p.26-27、136、144-147、153

情報Ⅰ ADVANCED	 p.139-140、152-155、163-165、201

となり、 カ  には「請求者が住民証明（電子データ）

を送る必要がない」が入ります。

ここまで考えると次の疑問も自然に出てきます。もし

アクセスコードが盗まれてしまったらどうなるのか、

という点です。
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になります。これが  コ  です。次に、黒は 0000(2)

です。これと 0110 を OR 演算すると、０と０は０、１と

０は１になるので、結果は 0110(2) です。元の画像が

そのまま通過する形になります。これが  サ  で

すね。

はじめに確認した「白と OR 演算を取ると必ず白に

なる」「黒と OR 演算を取ると元の値がそのまま残る」

という性質がわかっていれば、特別な工夫をしなくて

も素直に答えを出せます。演算の基本的な性質をきち

んと理解しているかを確認する問題です。

正解　�シ：⓪

図７の画像に図５（Ｂ）の画像を重ねて、ある演算を

行うと図８になる、という処理を読み取る問題です。

ポイントは「どこを残して、どこを消したいのか」を

黒と白でどう表しているかという点です。図８を踏ま

えて図５（Ｂ）と図７を見ると、もう一方を通過させたい

部分が白で表されていますよね。つまり、白は「通す」

役割になっていて、その条件に合うのは AND 演算で

す。したがって、  シ  は AND 演算になります。

この問題は、画素を見た目の印象で判断するのでは

なく、デジタル化したときのビット列としてどのよう

に処理されているかという観点で考えられるかを確認

しています。

正解　�ス：②

次は、熊の画像の読み取りです。背景が完全に白なら

話は簡単ですが、写真なので白と黒で判別できないグ

レーも混ざっています。今回は、「熊を残して、背景だけ

を消す」という処理ですね。

そこで見るのが、図 11 のヒストグラムです。ヒストグ

ラムは、左が黒、右が白を表しています。白に近いとこ

ろに大きな山があって、中央に小さな山があります。背

景を消したいわけですから、注目すべきなのは白に近い

階調の集まりです。そうすると、選ぶべきなのは②にな

ります。

この問題は、画像を階調の分布として捉えられている

かがポイントですね。

正解　�セ：③、ソ：⑤、タ：⓪、チ：⓪

前問で抜き出した熊を、別の背景画像と合成する手順

を考える問題です。まず考えるのは、背景と熊をどうい

う色で表すかです。

セ  と背景画像の AND 演算を行なった結果、

風景画像の中央が熊の形に黒くなっていますね。ここで

は、背景を通過し、熊を消しています。黒を AND 演

算すると黒なので、熊の部分が黒ということになりま

す。候補は②と③ですが、熊の周囲がきれいに通過され

る必要があるため、背景が白い③が正解になります。

次に、  ソ  は、③の画像を NOT 演算した結果を

聞かれています。NOT 演算すると白黒が反転するの

で、背景が黒、熊が白の状態になり、答えは⑤となりま

す。

Check!
情報Ⅰ	 p.45-51、58-61、88-91、188-189

情報Ⅰ ADVANCED	 p.46、53、58-61、77-83

Check!
情報Ⅰ	 p.89-91、93、130

情報Ⅰ ADVANCED	 p.79-83、85、207

Check!
情報Ⅰ	 p.58-61、164

情報Ⅰ ADVANCED	 p.35、58-61
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さらに処理を重ねることで風景画像と熊が合成され

た形になるよう、手順を考えていきます。風景画像の中央

が熊の形に黒くなっている画像と  チ  を OR 演

算することで、完成形になるわけです。「黒と OR 演

算＝元画像が通過」なので、熊だけが残っている⓪と

①が候補になり、さらに風景画像が通過する必要があ

るため、熊の背景が黒い⓪が正解となります。

タ  は、⑤と熊の画像をどう処理すれば⓪になる

かを聞いています。⑤の白の部分を通過させて、熊だ

けが残る画像にしたいので、AND 演算です。

結局のところ、この問題は AND 演算、OR 演算、NOT 演算

の基本的な関係を、処理の目的に合わせてどう組み合わ

せるかを問うているわけです。画像は画素の集合であり、

その画素はビット列として演算できる。そして、演算は

目的に応じて組み合わせる――こうした『情報Ⅰ』のデ

ジタル表現と処理の考え方を、全体を通して確認する問

題です。

授業では、計算手順だけを追わせるのではなく、「な

ぜこの演算を使うのか」「この処理で何が実現できるの

か」を図と対応させながら説明していくと、生徒の理解

も深まりやすくなると思います。

文化祭でプログラミング部がゲーム作品を一点展示

して、来場者に体験してもらう、という身近な場面が題

材になっています。

この問題では、いわゆる待ち行列の考え方をどうやっ

てプログラムで表現するか、そして条件に応じてその処

理をどう改善していくか、という一連の流れを問われて

います。来訪者の到着時刻データをもとに、

問 1：�待ち時間をどのように計算するか

問 2：�その考え方をプログラムとして正しく実装でき

るか

問 3：�条件を満たした時点で処理を打ち切るなど、効

率を意識した改良ができるか

というように、実生活の課題 → 数理モデル化 → ア

ルゴリズム化 → 改善の流れを追わせる構成になって

います。

第 3 問

正解　�ア：9、イ：2、ウ：4、エ：③、オ：⓪

去年も似た問題がありましたが、今回は体験できる

ゲームが１つだけという設定になっています。１人あた

りの体験時間は３分間ですね。まず、１人目は０分に

到着して体験を始め、３分後に終了します。ちょうどそ

の３分のタイミングで２人目が到着するので、２人目は

待たずにすぐ体験できて、６分までかかります。３人目

は４分に到着しますが、この時点では２人目がまだ体験

中なので、６分まで待ってから体験を開始し、終了は９

分になります。ここまでで、「前の人が終わっていなけ

れば待つ」という関係が見えてきます。

４人目からの状態を図１に赤い矢印で整理してみま

した。４人目は 10 分に到着しますが、３人目は９分

（ ア ）で終わっているので待ち時間はありませ

ん。５人目は 11 分に到着し、４人目の終了が 13 分な

ので２分待ち（ イ ）、６人目は 12 分に到着し、５

人目が 16 分に終わるため４分待つ（ ウ ）こと

になります。ここまでの流れから、開始時刻や待ち時間

の決まり方がきれいに整理できます。

ポイントは次の３点です。まず、開始時刻は「自分の

到着時刻」と「直前の来訪者の終了時刻」の遅いほうで

決まります。すでに前の人が終わっていれば到着した

時刻そのまま、まだ体験中なら前の人の終了時刻、とい

うわけですね。次に、終了時刻は開始時刻に体験時間

（今回は３分間）を足したもの。そして、待ち時間は開

始時刻から到着時刻を引いた値になります。この考え

方に従うと、開始時刻として参照しているのは「直前の

来訪者の終了時刻」なので  エ  ＝③、比較の基準に

なるのは「来訪者本人の到着時刻」で オ  ＝⓪と

判断できます。

この問題は、計算量は多くありませんが、「なぜここ

で待ちが発生するのか」「開始時刻はどう決まるのか」

を、図や表と対応させて説明できるかが大事なところで

すね。

ここまでは手計算でも確認できますが、次の問題では、

この考え方をそのままプログラムで処理できるかを見て

います。

Check!
情報Ⅰ	 p.58-61、88-89、92-93

情報Ⅰ ADVANCED	 p.58-61、79-83

Check!
情報Ⅰ	 p.116、122-123

情報Ⅰ ADVANCED	 p.124、131-132
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正解　�カ、キ：①、②（解答の順序は問わない）�
ク：⑤、ケ：②、コ：②

設定は前問と同じで、体験時間は３分間、６人目まで

の来訪者ということで、到着時刻は０分、３分、４分、

10 分、11 分、12 分です。到着時刻の配列の要素数は６

つということですね。

まず、開始時刻と終了時刻の配列は、すべて０で初期

化しておきます。１人目は０分に到着してすぐ体験を始

め、３分後に終了します。

ここで注意したいのが、配列の添字が１から始まると

いう点です（赤下線）。１人目が１、２人目が２という

対応になるので、例えば、Shuryou[4] とあれば、４人

目の終了時刻を表しています。２人目以降については、前

問で整理したルールそのままですね。

開始時刻は、「直前の来訪者の終了時刻」と「自分の

到着時刻」のうち、遅いほうになります。プログラムで

は最大値を使えばよく、 カ  、 キ  には直前の

来 訪 者 終 了 時 刻 Syuryou[i−1] と、自分の到着時刻
Touchaku[i]が入ります。この２つは比べているだけ

なので、順序はどちらでも構いません。

次に、終了時刻は開始時刻に体験時間を足したものな

ので、  ク  に入るのは、Kaishi[i]+ taiken で

す。

待ち時間については、開始時刻から到着時刻を引いた

値になります。この引き算の順番は大事です。つまり、

ケ  には時間的に後にくる開始時刻 Kaishi[i]

が、開始時刻から引き算する  コ  には先に起こ

る到着時刻 Touchaku[i] が入ります。

この問題は、「この変数は何を表しているのか」「前

問の考え方がどこに使われているのか」を、一つひとつ

対応づけて追えるかどうかを問う問題です。実際に値を

入れながらトレースしてみると、理解しやすいと思いま

す。

正解　�サ：③、シ：②、ス：⓪�
セ：②、ソ：5

難しそうに見えるかもしれませんが、やっていること

はそれほど複雑ではありません。プログラムの (04) 行

目から(09)行目までは、実は前問までと同じ処理です。

違うのは (10) 行目以降で、ここから「最長待ち時間」を求

める処理が入ってきます。

体験時間を１分間から 15 分間まで１分ずつ変えな

がら、それぞれの場合に最長でどれくらい待つかを調

べていく、という流れですね。ただし、文化祭で 10

分間以上待たせるのは現実的ではないので、最長待ち

時間が 10 分間未満のときだけ表示する、という条件

がついています。

実際に計算してみると、図４のようになります。体験時

間が５分間になると、最長待ち時間が 10 分間以上に

なってしまうので、ここから先は表示されません。この

「最長待ち時間」は、それまでに出てきた待ち時間の中

で一番大きい値を更新しながら求めます。つまり、最長

待ち時間を表す変数 saichou を使って最大値を管理

していくので、  サ  には saichou、そして「10 分

間未満かどうか」を判定する条件として  シ  は
saichou ＜ 10 になります。

ここで、プログラムをさらに一段改良します。体験時

間が５分間で条件を満たさなくなることがわかってい

るなら、それ以降を調べ続ける必要はありませんよね。

そこで、「(taiken <= 15 and saichou ＜ 10) の

間繰り返す :」という条件つきの繰り返しに書き換えま

す。体験時間は最初に１、最長待ち時間は０で初期化し

ておく必要があり、これを繰り返しの前に入れるの

で  ス  は⓪になります。

また、体験時間を１分間増やす処理は、繰り返しの最

後に入れることになるので  セ  は②です。この条

件だと、体験時間１～５分間までを確認すれば十分で、

５分間の時点で条件を満たさなくなることがわかりま

す。したがって、実際に行われる繰り返し回数は５回

となり、  ソ  は５になります。

この問題では、「条件を満たさなくなったら処理を打

ち切る」「結果は変えずに、処理だけを効率化する」と

いう、アルゴリズムを改善する視点がしっかり問われて

います。

第 3 問全体としては、「最大値を使った条件分岐の考

え方」「配列と添字の意味」「繰り返し処理」「条件によ

る終了」といった『情報Ⅰ』の重要事項を、一つのストー

リーの中でまとめて扱っている、とてもよくできた問

題だと思います。

授業で扱うときは、「なぜここで最大値を取るのか」

Check!
情報Ⅰ	 p.98-99、101-107、114-125、166、170、資料 13-18

情報Ⅰ ADVANCED	 p.94、97-113、119-133、185、資料６- ８
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「どの時点で処理をやめたらいいのか」といった点を言

語化させながら進めると、考え方の理解が深まりやすく

なります。

桜の花が好きなＴさんが、桜の開花日に興味を持った、

というところから話が始まります。ここで示されている

のが、いわゆるオープンデータですね。「こんなデータ

がオープンデータとしてありますよ」というシチュエー

ションです。

正解　ア：①

この問題は、「オープンデータとは何か」という基本

的な知識を問う問題です。オープンデータは、原則とし

て誰でも入手できるデータで、加工や編集をする際に利

用申請が必要というわけではありません。したがって、

「誰でも入手できる」は正しく、「加工・編集には利用

申請が必要」というのは誤りになります。

第 4 問
正解　イ：③、ウ：②

今度は南大東島の開花日のデータを見ます。2021 年

のところに「０」と書いてあり、これが何を意味している

か、というのが最初の問いですね。

この「０」は実際に０日に開花した、という意味では

なく、「記録がなくわからなかった」ことを示していま

す。したがって、ここは欠損値となります。このような

欠損値をそのまま含めて分析すると、結果を誤って解釈

してしまう可能性があります。そのため、分析から除外

するという判断が妥当だ、という点も押さえておきたい

ところです。

次に、「４月１日より早く開花した観測点の数が、年

ごとにどう変化しているか」を見るために、どのような

折れ線グラフを作ったか、という問いです。年ごとの変

化を見たいわけですから、横軸は年になります。そして

縦軸は、それぞれの年の３月末までに開花した観測点の

数ですね。したがって、適切なのは②です。

ここでは、「何を基準にして比較したいのか」「何を

明らかにしたいのか」に応じて、軸を正しく設定できる

かが問われています。このあたりは、データの前処理や

可視化を考える上で、授業でもしっかり押さえておきた

いポイントですね。

正解　エ：②、オ：⑤、カ：③

この問題で初めて知った方もいるでしょうか。桜の開

花日を予測するための「400 度の法則」「600 度の法則」

を使った問題です。

考え方はシンプルで、２月１日からの平均気温を毎日

足していって、その合計が 400 を初めて超えた日を「400

度開花推定日」とします。一方で、最高気温を足して

いって 600 を超えた最初の日を「600 度開花推定日」

とする、という２つを定義しています。

そして、それぞれの年について、実際に桜が咲いた日

と、400 度・600 度の開花推定日を表にまとめています。

当然ですが、推定日と実際の開花日が一致する年もあれ

ば、ずれる年もあります。そこで、そのずれを数値で表

したのが「開花差」です。400 度開花推定日とのずれを

400 度開花差、600 度開花推定日とのずれを 600 度開

花差として整理しています。

問
2

Check!
情報Ⅰ	 p.94-109、102、121、資料 12、資料 17-20

情報Ⅰ ADVANCED	 p.87-114、127-130

Check!
情報Ⅰ	 p.162

情報Ⅰ ADVANCED	 p.177

Check!
情報Ⅰ	 p. 88、120、163、190

情報Ⅰ ADVANCED	 p. 78、127、176、179、218
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例えば、名古屋では実際の開花日は３月 17 日で、400

度開花推定日は３月 19 日です。これは推定日のほうが

２日遅いので、400 度開花差は +2、つまり  エ  は

②になります。一方、600 度開花推定日は３月 16 日

なので、実際より１日早い。したがって 600 度開花差

は− 1 となり、 オ  には⑤が入ります。

次に、新潟県と奈良県を見ます。ここでは、「どちら

の推定日の方が実際の開花日に近いか」を比べます。こ

のとき大事なのは、前にずれたか後ろにずれたかでは

なく、どれだけずれているかを見ることです。つまり、差

の絶対値で比べます。

新潟県では、600 度開花差の絶対値が１、400 度開花

差の絶対値が４なので、600 度のほうが実際の開花日に

近い。一方、奈良県では、400 度開花差の絶対値が１、600

度が５で、400 度のほうが近いことがわかります。以上

から、答えは③になります。

ここでは、符号つきの差を求めた上で、その絶対値で

精度を比較するという考え方を理解できているかが問

われています。

正解　�キ、ク：①、④（解答の順序は問わない）

難しそうに見えますが、昨年度と比べると読み取りや

すい問題だと思います。緯度と開花差の関係を散布図で

見てみよう、という話ですね。

日本の場合、緯度が高いほど北に行くことになります

から、横軸で右に行くほど北、という見方になります。

図を見ると、○印が 400 度開花差、×印が 600 度開花

差です。開花推定日と実際の開花日が一致している観

測点は、縦軸（開花差）が０のところにある点です。

ここを見ると、600 度のほうが０に一致している点

が多いことがわかります。したがって、「一致している

観測点の数が多い」のは 600 度開花推定日のほうだと

言えます。

また、緯度が 40 度以上の観測点を見ると、すべての地

点で 400 度開花推定日は 600 度開花推定日よりも１

週間以上遅くなっていることも読み取れます。一方で、

「どちらが直線に近いか」や「緯度が最も高い観測点

で開花差が最大になるか」といったことまでは、この

図からは言えません。

以上を踏まえると、正しいのは①と④になります。

正解　ケ：②、コ：⓪、サ：③

これは少し引っかかりやすいところです。まず、開花

差の絶対値が 15 以上となる観測点についてです。箱ひ

げ図を見ると、G１（氷点下観測点のみを集めたグループ）

では中央値が 16 付近にあり、15 以上の観測点が半数

以上あることがわかります。一方、G２では最大でも６程

度なので、15 以上の観測点はありません。したがって、こ

こは②が正解です。「10 でもよさそう」と思ってしまう

人もいるかもしれませんが、G２には−12 という値があ

るので、絶対値 10 以上の観測点が存在します。だから

10 ではダメで、15 が正解になるというわけです。

次に、400 度開花推定日と実際の開花日が一致してい

る観測点についてです。一致しているかどうかは、散布

図で開花差が０の線上に点があるかどうかを見ればわ

かります。400 度開花推定日は○印なので、○印の数

を数えると１つだけだとわかります。この情報自体は

問
３
ｂ

Check!
情報Ⅰ	 p.169

情報Ⅰ ADVANCED	 p.185、218-219 Check!
情報Ⅰ	 p. 166-171、185

情報Ⅰ ADVANCED	 p.183-187、189、191
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図１だけで読み取れます。

ただし、その一致している観測点が G2 に存在するかど

うかは、散布図だけでは判断できません。図１で一致し

ている点を確認し、それがどのグループに属するかを図
２と照らし合わせる必要があります。このように、複数

の図を組み合わせて初めて判断できるので、答えは③に

なります。

この問題は、「１つの図表だけで判断できること」と

「複数の情報を統合しないと判断できないこと」、その

違いをしっかり意識できているかを見る、よくできた設

問ですね。

正解　シ：②、ス：①

氷点下観測と補正の話です。まず、２月１日以降に平

均気温が 0 度以下だった日数、つまり「氷点下日数」を

数えています。図を見るとわかりますが、氷点下日数が

多いほど開花差が大きくなる、というかなり強い相関が

見られます。そこで、回帰直線を使って補正を考えます。

400 度開花推定日から、回帰直線の方程式で求めた補正

日数分だけさかのぼった日を「400 度補正日」とする、

というやり方です。この補正を行うと、400 度開花推定

日よりも、400 度補正日のほうが実際の開花日に近づく

観測点が多いことがわかります。ただし、ここで大事な

のは、「すべての観測点でうまくいくわけではない」、

つまり例外があるという点です。例えば、図中の点Ａを

見てみると、補正前は実際の開花日と 20 日ずれていま

したが、補正後は８日のずれになっています。これは、か

なりうまく補正できている例ですね。一方で、氷点下

日数が１日の観測点では、補正によってかえってずれ

が大きくなってしまう場合もあります（赤矢印）。

つまり、「すべての氷点下観測点でうまく補正できる」

とまでは言えませんが、「氷点下日数が１日である一部

の観測点を除けば、ほとんどの観測点でうまく補正でき

る」というのが正しい読み取りになります。したがって、

シ  は②です。

最後に、具体的な計算問題です。観測点Ｘについて、

氷点下日数は18日。回帰直線の方程式に当てはめると、

0.55×18＋5.48＝15.38

となるので、四捨五入して補正日数は 15 日です。400 度

開花推定日が４月 23 日ですから、そこから 15 日さか

のぼると４月８日になります。実際の開花日は４月 12

日なので、補正によってずれが小さくなっていること

が確認できます。したがって  ス  は①です。

この問題では、「モデルや回帰直線の方程式は万能で

はないこと」「どの範囲ならうまく使えるのか、その限

界を読み取ること」、そして「別のデータで検証する視

点」といった点が問われています。

第４問は、気象庁のオープンデータを使って、データ

活用の一連の流れを問う内容でした。前処理から始まっ

て、可視化、仮説の設定と検証、相関、さらに回帰分析

によるモデル化とその検証まで、一通りそろっていま

す。「なぜこの処理をするのか」「なぜこの判断が妥当

なのか」を、図やデータを読みながら説明できるかどう

かがポイントです。そこがきちんと押さえられていない

と、正解にたどり着けないように作られています。

授業では、

◎�欠損値をどう扱うのか、その意味は何か

◎�何を比較したいのかに応じて、なぜそのグラフ・軸

になるのか

◎�差や相関係数は、何を表していて、何が言えて何が

言えないのか

◎�回帰モデルは便利だけれど、どこまで信用してよい

のか、その限界はどこか

といった点を、「なぜそう考えるのか」を言葉にしな

がら扱っていくのが大事だと思います。そうした経験の

積み重ねが、共通テストで求められているデータの読み

取り力や判断力につながっていきます。

Check!
情報Ⅰ	 p.164-165、167、173、179、185、189

情報Ⅰ ADVANCED	 p.176、180-183、190、211、215
Check!

情報Ⅰ	 p.169、173、185

情報Ⅰ ADVANCED	 p. 176、183-189、191
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解説

今年の試験は、極端に簡単すぎる問題も、逆に難しす

ぎる問題もなく、全体としてバランスの取れた、考えら

れた内容だったと思います。基礎的な知識の確認にとど

まらず、データや条件を読み取り、判断し、考えた結果

を表現する力が、素直な形で問われていました。個々の

設問を見れば難しく感じる場面もあったかもしれませ

んが、学習指導要領に沿って積み重ねてきた学びが、

きちんとつながっていれば対応できる構成だったとも

言えるでしょう。

参考までに、今回の試験に出てきたキーワード一覧を

示します。試験の振り返りや、今後の指導計画を考え

る際の材料として、ご活用いただければ幸いです。

おわりに

問 関連キーワード

第１問

主記憶装置、補助記憶装置、情報セキュリティ、不正アクセス禁止法、ネットワーク、通信速
度、マルウェア、ソーシャルエンジニアリング、バックアップ、情報セキュリティの三要素、
可用性、ファイアウォール、無線 LAN、盗聴

2 進法、16 進法

インタフェース、スクロール、中央値、最頻値、最大値

電子メール、メールサーバ、メールアドレス、ユーザ名、ドメイン名、IP アドレス、DNS、
WWW、パケット、ルーティング

第２問

プリンタ、操作、要求、認証、不正行為、情報システム、PC、インターネット、デジタルデ
バイド、コード

画像、透過、画素、ビット、階調、グレースケール、論理演算（OR、AND、NOT）、ヒスト
グラム

第３問
待ち時間、プログラム、配列、添字、要素、関数、最大値、繰り返し（構造）、論理演算子、
初期化

第４問
オープンデータ、折れ線グラフ、補数、乱数、代表値、欠損値、散布図、相関係数、箱ひげ図、
回帰直線、予測値、補正
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